
「北石狩基幹作物増収プロジェクト」による既存農家の経営支援

１ 課題設定の背景 ****************************************************************

２ 活動の経過 ******************************************************************** 

石狩農業改良普及センター石狩北部支所

～「当別町」小麦低収量農家の収量UPに向けて～

活動年次：令和２～４年

低収農家の経営改善に向けた支援体制を強化することを目的に、

ＪＡと普及センターで「基幹作物増収プロジェクト」を立ち上げ、

令和２年度から小麦･水稲･かぼちゃの低収農家を対象に支援を開始！

活動体制

対象農家

５名が令和３年産で卒業。令和４年産の小麦増収プロジェクト対象メンバーは、
新規６名・継続１名の７名でスタート！

一戸当りの作付面積拡大
☆省力化栽培技術の普及
☆農地流動化の促進

新規就農者の増加と定着
☆農業総合支援センター設立
☆技術習得に向けた支援

既存農家の経営維持
☆低収農家に対する支援

総括

営農販売部
【部長・次長】

JA北いしかり

普及センター

営農販売部
【課長】 【係長】【若手職員】

かぼちゃ班
＜対象３戸＞

地域第一係長
専門主任
普及職員

営農販売部

【課長】【課長補佐】【若手職員】
水稲班

＜対象６戸＞
専門普及指導員

営農販売部
【課長補佐】
【若手職員】

小麦班
＜対象７戸＞

専門主任
専門普及指導員

ＪＡと普及センターで
プロジェクトチームを結成！

技術支援
期待してるよ！

＜要請活動＞

農家戸数 ⇒減少傾向
１戸当の面積⇒増加傾向

小麦・水稲・かぼちゃは

地域の基幹作物！

当別町農作物作付割合（R3) 

農家戸数が減少する中で、
基幹作物の作付面積および
算出額の維持が必要！

基幹作物の作付面積及び産出額の維持するために



４ 今後の活動 ********************************************************************

３ 活動の成果 *********************************************************************

プロジェクトチーム 対象農家

２年目（Ｒ５）
☆適正技術の実践
☆収量の向上

講習会等で活動の成果を
地域へ波及

活動方針の統一でプロジェクトの「質」向上

■改善の必要性への理解
■改善意欲の向上

■巡回できなかった
班員も活動内容
が分かるように
なった

■各班員ともに同じ
提案が可能になった

                    第１号 

小麦の増収プロジェクト調査報告 

         令和４年４月２０日 

JA 北いしかり営農企画課・生産資材課 

石狩農業改良普及センター石狩北部支所 

 氏名：館田 隆寿 様 

品種：きたほなみ(ほ場№16～34) 
 

１ 雪腐病の発生状況 
 褐色小粒菌核病の発生が 30％程度確認されました。次年度は防除時期や回数の見直しを

提案します。雪腐病の防除は根雪直前の散布が最も効果的ですが、散布後降雨(根雪までの積算で

85～150 ㎜以上)があった場合や、根雪までの期間が長すぎた場合は、使用基準内で再散布しま

しょう。 

フロンサイド・ランマン散布 根雪始 根雪までの積算降水量 

１０月２７日 １２月１３日 208ｍｍ 
                                     ※新篠津アメダス 

２ 越冬後の小麦の生育状況（４月１８日調査） 
 茎数（本/ｍ2） 判定 

１,２３２ 茎数は適正です 
 

３ きたほなみの窒素追肥の提案（北海道施肥標準に準拠） 

茎数は 1,232 本と適正ですので、現状では標準窒素追肥を提案します。 

    

 

 

 

 

 

    

～ポイント～ 

    ■収穫時の目標穂数は、概ね５５０～６５０本/ｍ２を目指しましょう。  

■起生期の茎数に応じて時期と量を加減しましょう。茎数が多め(1300 本/m２以上) 

の場合は、起生期の追肥を遅らせる事で、倒伏を避け、製品収量を確保できます。 
  

４ 除草の提案 
ほ場をよく確認して、防除例を参考に使用時期や雑草の草種に応じた除草剤を選択しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 春まき小麦ほ場のｐH  
ほ場№ ｐH 値 判定 

６ 5.9 適正です 

７ 5.6 適正です 

起生期 幼形期 止葉期
少ない 800未満 9 4 4
標準 800～1,300 6 4 4
多い 1,300以上 ２～４ ２～４ ２～４

※低タンパク(9.7%未満)が懸念されるほ場では、開花期に尿素２％溶液の
　の葉面散布（100ℓ/10a）を３回程度行う。

土壌型 起生期茎数(本/ｍ２)

低地土
泥炭土

窒素施肥量（㎏/10a）

除草剤名 対象雑草名 使用時期 10a当たり薬量 回数

MCPソーダ塩
一年生および多年生
　　　　　　広葉雑草

幼穂形成期
（収穫45日前まで）

300g １回

ハーモニー75DF水和剤 一年生広葉雑草
幼穂形成期

（収穫45日前まで）
7.5～10ｇ １回

エコパートフロアブル 一年生広葉雑草
止葉抽出前まで

（広葉雑草２～４葉まで）
（収穫45日前まで）

50～75ｍℓ ２回

小麦班の年間スケジュール

FAX情報の配信

JAとの改善に向けた農家巡回・面談

令和４年度増収プロジェクト「小麦班」　～活動経過～

４ 伊東　稔雄　氏

１年目

R4.3.24
面談

■品種　　　：　ゆめちから
■本人面談　：　あり（JA資材センターにて）
■圃場№　　：　２７
■面談者　　：　JA　百石課長補佐、久郷技師
　　　　　　　　　　　橋本技師
　　　　　　　　普C　馬着
■面談内容
　前回聴き取りした内容の再確認。作業行程の訂正点
等は特になし。
■春に雑草対策を提案。使用する薬は起生期の状況を
見て検討する事に。
■越冬前茎数は１３１２本/㎡。栽培指標目標の１５
００本より、やや少ない。起生期追肥は基準通り９㎏
で問題ないと現時点では判断するが、起生期の茎数を
調査して、追肥量を提案する事に。
■令和５年産に向けては、なまぐさ黒穂病対策として
フロンサイドスカイを提案した。

日時

活動記録をJAと共有 個人の生産性や改善点を見える化
令和4年産　秋まき小麦増収プロジェクト(きたほなみ）生産実績　　　

■ R4のあなた ▲ R3のあなた

(106戸）
平均タンパク 12.0% 10.5%

製品収量/10a 368kg 337kg

製品収量　kg/10a

＊R4当別町生産者
②生産性分布図
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製品収量：445kg/10a
タンパク：12.0％

当別町平均

製品歩留 タンパク
(kg) (kg/10a) (kg) (kg/10a) (％) (％)

粗原料

34,495 457 27,773 368 12.0%

561 －－ 445

480 41.1 7.5 8.1 15.2

穂数

（本/㎡）

千粒重
(g)

1穂当たり
穂長
(㎝)

段数 小穂数

12.0%

平均より高い

③収量実績

80.5%

79.6%

判定 －－ 平均より低い －－ 平均より低い 平均より高い

あなた

製品

当別平均 －－

茎数(本/㎡)
目標：起生期800～1300本/㎡、成熟期650～700本/㎡

目標：茎数1,000本程度/㎡、葉数５～6.5葉､は種深度2～4㎝

葉色
44.2 42.5

目標：葉色50前後

成熟期

480

幼穂形成期

976 688

項目

1,368

起生期 止葉期

④生育状況

茎数(本/㎡)
内、頑健茎

1,216 56％

草丈
(㎝)

葉数
は種深度

(㎝)

越冬前生育状況(R3.11.17)

12.5 5.6 3.1

　

前作

きたほなみ

①基本情報

山本　正 1

氏名 プロジェクトほ場番号 畦幅(㎝) は種日

12.5 9月21日グレンドリル

は種方法

754

作付面積(a は種量(kg/10a)

７～８

土
づ
く
り
ｐ
H
改
善

＜融雪水・停滞水の影響＞

〇

地表面の排水 余剰水の地下浸透
額縁明きょ

メモ：融雪直後や降雨後の停滞水がある場合は、余剰水の地下浸透対策を実施しましょう。

メモ：目標ｐH5.5までの必要炭カルは、371kg/10a必要です。

⑥作業の実績・判定

溝切 明きょ 暗きょ サブソイラ等

-- 〇 -- -- 〇

排
水
対
策

判定 あなたの実施内容

有機物の施用 ＜有機物の施用効果＞

△

・アッパーカットは、は種床が膨軟になり、深まきになる可能性があります。

麦稈 緑肥 作物への養分供給、物理性の改善、化学性の改善、生物性の維持が期待でき
ます。--

〇
堆肥

--
メモ：連作障害が増加している場合は、緑肥「チャガラシ」が病原菌を除く効果が期待できます。

発酵鶏糞

炭カル⇒プラウ⇒施肥⇒ロータリー
・パワーハローは、は種床が適度に締まり、は種深が安定する効果があります。

使用機械

耕
起
・

　
整
地

鎮
圧

平ローラー

・ロータリーやアッパーで砕土整地した場合、は種床が膨軟になり深まきになる可能性
があります。は種前にケンブリッジローラー等で鎮圧すれば、深まきが軽減されます。〇

○
作業行程 ・「深まきを避ける」　は種床づくりが重要です。

圃

場

準

備

・根が窒息

・地温上昇

の遅れ

・茎の減少

・生育の

遅延

収量の

低下

は

50

50 50 0

0

アルカリ

0 0

苦土
成分（％）

苦土 アルカリ

成分(kg/10a)　
実施日 銘柄

防散融雪炭カル

合計

施用
(kg/10a)

100

100

3月13日
メモ：必要炭カル量は、改良深度10㎝、腐植は含むと仮定した場合の数値です。

必要炭カル
(kg/10a)

改良深度
㎝

ほ場 目標ｐH
診断ｐH
R4.7月

371101.09

目標までの
ｐH

4.41埴壌土 5.51

土性

＜は種時期・は種量の目安＞

・は種深度は適正です。深度５㎝以上が「深まき」となります（深度は巡回時に確認した㎝です）。

・深まきになると「出芽率の低下」「出芽の遅れ」「二段根の発生」に繋がります。

・次年度は、は種機の調整(キャリブレーション）や、は種前鎮圧を検討しましょう。

は種日 は種量

〇

は種深度
深
度

〇
3.1㎝

適
期
は
種

9月21日 8㎏/10a
は

種
【ゆめちから】

40gの場合 42gの場合

適期は種 適期は種
9月21～26日

は種量　/10a 4.0～6.5㎏
千粒重

は種時期 9月16～19日

越冬前の生育目標 葉数：5.0葉以上、㎡茎数1,000本程度 葉数：6.0葉以上、㎡茎数1,500本程度

9月27～30日
8.0～10.2㎏ 10.2～13.6kg

9月20～24日 9月25～30日 9月16～20日
6.5～8.0㎏ 8.0～9.7㎏ 7.２～8.0㎏

【きたほなみ】

施

適
正

施
肥

△

メモ：基肥はN４㎏/10a、追肥は起生期茎数(標準:800～1,300本)に応じ、窒素施用量を増減しましょう。

施

肥

体

系

雑

<コメント＞
・標準施肥に比べ、リン酸・カリ・苦土が不足しています。

施用kg

・土壌分析を実施し、施肥設計に基づいた、適正施肥を実
施しましょう。

銘柄

追肥
BB880
尿素　粒

用途
リン酸

成分（％）
カリ カリ

土

壌

区

分

基肥

5月26日 追肥 BBNK20号 20 20 0.0 2.0

9月16日

4月26日

施肥標準(kg/10a）
17.2

成分（kg/10a）

台地土 15.0 14.0 9.0 4.0

15.0 12.0 14.0 3.0
泥炭土
低地土

4.013.0 14.0 10.0

0.0
10 4.0

46 9.2 0.0 0.0

苦土リン酸苦土 窒素

9.0 7.0 1.0成分計

実施日
窒素

0.0
20

8 10 2 5.0 1.04.0 9.050 18
北部（きたほなみ）窒素施肥体系の目安

土壌
起生期 幼形期 止葉期

窒素施肥量(㎏/10a)

9 4 4
6 4 4

２～４ ２～４ ２～４
4 4台地土

起生期茎数（㎡）

少ない　800本未満
標準　　800～1300本
多い　　1300本以上
　　　　1300本未満 6

低地土
泥炭土

調査ほ場は、雑草がほどんどなく、大変きれいに管理されてました。

秋
処
理
春
処
理

○

--

雑

草
一年生広葉雑草（ハコベ、ナズナ、スカシタゴボウ）

対象
9月28日 除草剤 ボクサー 一年生雑草（ハコベ、ナズナ、一年生イネ科、スズメノカタビラ）
9月28日 除草剤 トレファノサイド乳剤 一年生イネ科雑草（スズメノカタビラ）

使用日 分類 薬剤名

10月21日 除草剤 エコパートフロアブル

は種深度は適正です。

は種深度

＜あなたの茎数　480本/㎡＞ ＜理想のサンプル　700本/㎡＞

茎数はやや少ないです。成熟期の茎数は650～700本/10本が理想です。

成熟期の茎数　

・雑草や眼紋病などの病害の発生はなく、大変きれいに管理されていました。しかし、土壌ｐHが4.41と極端に低いで
す。目標ｐHは5.5～6.5ですが、最低限改良目標として5.5を提案します（R4.8.2発行　第６号調査報告参照）。
・ｐHを5.5にするためには、タンカルで371kg10a必要ですが、単年度の施用は150kg程度とし、２～３年かけて矯正
してください。
・標準施肥に比べ、リン酸・カリ・苦土が不足しています。土壌分析を実施して、施肥設計に基づいた適正施肥を実施し
ましょう。

⑦まとめ

ＪＡ北いしかり
生育ステージ

⑤気象情報・生育情報・防除実績

起

生

期

幼
穂
形
成
期

止
葉
期

出
穂
期

乳
熟
期 成熟期

耕起・施肥

播種

融雪剤散布 収穫

８月
上 中 下 上 中 下 上 中 下

９月 １０月 １１月 ３月 ４月 ５月
上 中 下上 中 下 上 中 下

最高気温

平均気温

最低気温

降水量

６月 ７月
上 中 下 上 中 下上 中 下

８月
上 中 下

56 18 4.5 2 8.5 63 7.5 81 32 69 22 50 13 12 17 6 8.5 1.5 18 5.5 48 7.5 19 75 16 42 6.5

降水量
mm

積算温度（℃）
日照時間累計（時間）

降水量（旬別）

新篠津村のアメダスが表示さ
れます

令和３年 令和４年
気温
℃気温・降水量

100 110 26

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

-20

-10

0

10

20

30

40

【確保したい葉数】5.5～6.5葉。２葉以上ある茎(頑健茎）は収量性が高い。

赤さび病・赤かび病

　
あ
な
た
の

　
　
生
育
実
績

出穂期

成熟期

収穫 7月22日

融雪剤散布

起生期

3月13日

幼穂形成期

止葉期

は種

基肥

追肥

越冬前葉数

茎数(本/㎡)

9月16日

4月26日

5月4日

5月23日

6月3日

7月12日

生
育
期
節

9月21日

4月18日

施
肥

ＪＡ北いしかり
防除適期

生
育

5月31日

眼紋病

除草剤

アブラムシ
除草剤 雪腐病

5.6葉

1,368 688 4801,216

【留意事項】根雪前に必ず防除を実施する。農薬別に降雨による防除効果を確認する。

～メモ～
②生産性分布図 ： あなたの生産性を、製品収量kg/10aと平均タンパクで表した分布図です。JA北いしかりの中における、ご自身の生産性確認などに活用ください。
③収量実績 ： 粗原・製品収量、製品歩留まり、タンパク値や、R4.7.5調査時の穂数、千粒重、１穂あたりの穂長などが記載されています。
⑤気象情報・生育情報・防除実績 ： R４年産の気象経過（R３年８月～R４年８月）をグラフで記載してます。「あなたの生育実績・防除実績」では、実際に使用した月日に「赤い線」が記載されています。

気象情報（気温・降水量）と、は種時期や追肥時期を見比べて、適期であったかをご確認ください。

うどん粉病、赤かび病、大粒菌核病、紅色雪腐病

アブラムシ類、アワヨトウ、ムギキモグリバエ、ムギクロハモグリバエ

うどん粉病、赤さび病、赤かび病、黒色小粒菌核病、褐色小粒菌核病

一年生雑草（ハコベ、ナズナ、一年生イネ科、スズメノカタビラ）

一年生イネ科雑草（スズメノカタビラ）

一年生広葉雑草（ハコベ、ナズナ、スカシタゴボウ）

薬剤名 系統
フロンサイドSC 他合成

ランマンフロアブル Qｉｌ

エコパートフロアブル --

べフラン液剤25 ビスグアジニン

エルサン乳剤 有機リン

シルバキュアフロアブル ＤＭＩ

ボクサー --

トレファノサイド乳剤 --

対象
なまぐさ黒穂病、大粒菌核病、黒色小粒菌核病、褐色小粒菌核病、紅色雪腐病

○

○

除草剤

7月5日 殺菌剤

10月21日 除草剤

9月28日

6月22日

殺菌剤

殺菌剤

殺菌剤

殺菌剤

殺菌剤

殺菌剤

殺虫剤

殺虫殺菌剤

除草剤

その他

アブラムシ

うどん粉病

6月22日 殺菌剤

除草剤

殺虫剤

11月6日

11月16日

4月30日

5月21日

6月13日

判定分類

除草剤

雪腐れ病

なまぐさ黒穂病

眼紋病

　
あ
な
た
の

　
　
防
除
実
績

7

1

○

○

〇

○

○

分類 回数 使用日

赤さび・赤かび病

9月28日

0

3

0

分類

褐色雪腐病

眼紋病、うどん粉病

うどん粉病、赤さび病、赤かび病

うどん粉病、赤さび病、赤かび病

ユニックス顆粒水和剤47 ＡＰ

ストロビーフロアブル Qｏｉ

バラライカ水和剤 フタルイミド・DMI

防除は○○剤を散布したよ！

ｐHが低いので
炭カルの施用を
提案します。

11
月

◎Ｒ４年産　越冬前調査
　・茎数(頑健茎、針茎）葉数、草丈、は種深度

6月

◎出穂期調査と面談
　・穂数、稈長、穂長、葉色の状況確
認
◎農家別にFAX情報の送付
　・葉色に応じた追肥量の提案
　・赤かび病防除の提案

3月

◎追肥量変更提案の面談
　・前年度作業の再確認
　・越冬前茎数調査結果の再確認

7月

◎穂水分測定
　・成熟期予測による収穫適期判断
◎農家別にFAX情報の送付
　・収穫適期の報告
　・収穫後の雑草処理提案
◎収量調査

4月

◎起生起の調査
　・茎数、葉数、草丈、雑草の状況確認
◎農家別にFAX情報の送付
　・雪腐病発生状況の報告
　・起生期茎数調査に基づいた追肥量と時期の提
案
　・ほ場状況に応じた除草剤使用の提案

8月

◎ｐH分析の実施
◎農家別にFAX情報の送付
　・次期作に向けたｐH改善の提案

5月

◎幼穂形成期の調査
　・幼穂、茎数、葉数、草丈、雑草の状況確認
◎止葉期の調査と面談
　・止葉、茎数、葉数、草丈、雑草の状況確認
◎農家別にFAX情報の送付
　・生育状況の報告(幼穂形成期、止葉期）
　・葉色に応じた追肥量の提案

9月

◎農家別にFAX情報の送付
　・収量調査結果の報告
　・作業の振り返り
　・次年度に向けた対策
◎面談

調査結果と提案を
年７回配信

令和４年産では、７名中、新規の３名が増収
プロジェクト前の収量を上回った。

対象農家の収量ＵＰ ※増収比は各個人の平年単収比

課題の明確化

活動を通じ、雑草(スズメノカタビラ)、低ｐHなど、
問題点が把握でき、次年度の課題が明確になった。

活動記録
を共有

グラフで管内に
おける自分の

生産性を確認！


